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日浅治枝子寄附資料I

木崎和農＊ 嶋田忠一*＊

はじめに

本稿は、平成11年4月1日付け寄附申込吉を受

理したことにより、館蔵資料となったものの報告

である。

すなわち、〔寄附申請者〕は、「秋田県民俗学会

会長・木崎和匿｣、〔寄附しようとする理由〕は、

｢前・秋田県民俗学会副会長・日浅治枝子氏の遺

族の希望により、日浅コレクションとして、保存

活用に資していただけるよう一括寄贈する」とあ

る。また〔寄附しようとする物品名簿〕欄は、担

当者として嶋田が博物館に搬入した時点の覚え書

きによるもので、衣類資料及び図書・写真・学会

誌・民具等々が、段ボール箱を主としながら不定

形梱包を含み、71箇を数えると記載する。本報告

Iは、この中から衣服関係資料を抜き出して整理

したものであり、冒頭は故・日浅治枝子氏の紹介

などとし、木崎和匿が執筆し、後半の整理表ほか

は嶋田忠一が作成した。

なお、寄附に至るまで、若干の経緯があるもの

のようだが、当館としては資料の散逸を防ぎ、一

括資料として受け入れることに最大の意義を認め

るものである。これにより、既存の資料と合わせ、

本県の衣服研究に一層の厚みが加わるものと考え

る。

にも入会され、秋田県民俗学会副会長として、会

の運営や研究発表にも率先して指導協力をいただ

いた。

ほかにも、日本家政学会、日本風俗史学会等に

も所属されて研究活動を続けられたが、私は先生

が民俗学にも深い関心と研究領域を広げられたこ

とが、ライフワークとしての野良着の研究(註1)

に厚味と一貫性を裏付ける成果をもたらしたと評

fllllし、敬意を表していた。

私は、先生が元気なうちに県内各地から調査収

集した野良着資料を、整理分類して裁寸図と写真

にまとめて、秋田の野良着として集成し出版され

ることを何度かお願いをかねておすすめしてき

た。先生も折角秋田に根をおろしたことだからき

ちんと記録に残したいと考えておられた。あとは

先生の仕事の都合と、協力的出版社の交渉という

ことになっていた。

秋田を生涯の地と決められた先生の調査研究と

収集資料が公刊されることで、先生の業績も公開

され、農業県秋田の農業労働着、生活衣服として

の歴史的文化遺産を広く県民と共有できることを

期待していた。

忌詞
1．日浅治枝子先生の紹介と寄贈の趣旨

日浅先生は｢農林省農業技術研究所主任研究官」

から昭和48年4月に開学した「秋田農業短期大学

農村生活学科助教授」として秋田に赴任された。

先生は、大学在職中から退官後も一貫して、秋田

の野良着を中心に全国的視野で日本女性の作業着

の調査研究活動に専念された。

その間、私どもと志を共にされ、日本民俗学会

1ｑ
乃
込

Ｐ
ｒ
Ｐ

月報

足

Ｆ
《

為葱
ありし日の日浅先生

*秋田市八橋鰍沼町＊*秋田県立博物館

-61-



秋田県立博物館研究報告第25号

こうした期待の中、日浅治枝子先生は平成10年

5月16日入院先の病院で突然に逝去(註2)され

たのである。本当に残念でならなかった。

日浅治枝子先生の告別式は悲しみの中にも美し

い花と音楽に満ちた異色の感動的なものであっ

た。私は告別式後直ちに、喪主として出席された

兄上の日浅不加之氏に、先生の短大時代の同僚で

あり親友でもあった、三浦トシ先生と一緒に、治

枝子先生の収集資料を一括して秋田県に残して、

研究資料として活用させていただくために、副会

長として協力いただいた、秋田県民俗学会に寄贈

くださるよう強くお願いした。

その結果、「日浅治枝子コレクション」として

一括保存活用できる公的施設に、責任をもって

対処することを条件に、了解をいただくことに

なった。

多少の経緯はあったが、秋田県立博物館が理解さ

れ、引き受けてくだされたことで、当事者として

の責任を果たすことができた。亡き治枝子先生と

兄上不加之氏にも喜んでいただけると思っている。

2．日浅治枝子コレクション整理表・I

寄附資料の受納は、段ボール箱及び不定形のビ

ニール包み等合わせて71箇である。このうち、こ

こでは主に衣類関係の段ボール箱を開梱し、整理

したものを表・Iとして左に掲げた。

なお、表中の見だしは、次のとおりである。

①通番・・・整理した順番を表し一点につき一つ

の番号を付した。

②梱包・・・梱包番号で、運搬時に付したもの。

71箇の中から、順不同で、衣類関係の箱を抜き出

したもの。

③所在・・・衣類を梱包した箱の中にさらにビニ

ール袋や紙袋などに納められていたもので、しか

もそれらに｢No.｣が付されていたものの数字。「0」

は、袋には入っていず、単品、裸のまま納められ

ていたもの。

④種別・・・日浅コレクションの特色である、野

良着関係資料をまず公開することを目的としたこ

とから、ここでは「衣服」中心となった。このほ

か、いわゆる民具類、図書・文献などが想定され

る。

⑤用・部・・・用途・使用部位を表したもので、

｢上半衣」「下半衣」「顔頭部」「腕手部」「腔足部」

｢端切れ」「その他」とした。

⑥資料名・・・旧蔵者(故・日浅治枝子氏）自身

の命名表示を原則として掲げ、無表示のものにつ

いては、一般的な名称を《》内に記した。

⑦収集地・・・旧蔵者の付した資料ごとの付票に

ある「市町村名大字あるいは集落名」を表し、無

記名のものは不明とした。また、市町村名、県名

のみの表示はそのままとした。

③収集先・・・付票にある氏名を記したが、中に

は、所蔵者本人か収集者か、不明であるものもあ

る。

⑨概寸・・・部位ごとの詳細な採寸は止め、縦×

横の大まかな寸法を示した。数値の右肩に付けた

｢"」（例．90×39")は、主に下半衣である

「もんぺ」類の'幅を表したもので、下図の部位

（←一→）の計測値である。
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⑩付票データ・・・旧蔵者が資料に付した荷札

や、資料に縫い込んだ布票に記した文言を全て転

三コ1ナや
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⑪備考・・・特に記載事項はない。
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II浅治枝子寄付資料I

註1日浅治枝子研究業績（木m奇和)黄提供資料に拠る）

l単行本

2農林省農業技術研究〃『．｜|本家政学会・日本風俗史学会・日本農作業研究会・日本民俗学会他

3日本農村生活研究会「'三|本農村生活学会」誌所載録

－69－

書 隼 ，

実用農業技術講座（2）（農家の生活改善「衣生活改善」執筆）

農業技術年刊（農村婦人作業衣について）分担執筆

'1本民俗事典（農民被服について）分担執筆

[|本民俗史事典（農民風俗全般）分担執筆

民俗の暮らし(1.着る・飾る－野良着について）分担執筆

鳥海町史（編集委員一「昔の人達の生活」の「衣の部」執筆）

日本の労働着（中村たかお編）分担執筆

秋田市史民俗調査報告書（三）（｢第三章衣の生活｣）分担執筆

発行所

共立出版

養賢堂

弘文堂

弘文堂文堂

日本交通公社

鳥海町

源流社

秋l肺史編纂室

発行年月

1959．10

1961.3

1972.2

1979

1982

1985.11

1988.7

1998.,1

プ ーマ

海女のきもの

Illのきもの

農村婦人作業衣の変遷についての一考察

村の農林業の現状と方向

農村婦人作業衣の研究l現状と問題‘点

農村婦人作業衣の研究II

東京都の農村婦人作業衣について

岩手県雫石町御明神の婦人作業衣について

水田作業の変遷と婦人作業衣

秋田県の婦人作業衣について

衣生活の変化一財産から消耗品へ一

農村婦人作業衣の研究Ⅳ

農村婦人作業衣の変遷一秋田111形における一

農業者危害防止実験事業報告書

農業技術の発展と農村婦人作業衣の変化

農業で築ける豊かな生活への願い

－農村婦人作業衣の変遷を中心として－

民俗と衣生活一秋田県ののらぎ一

民俗と衣生活一青森県ののらぎ一

よりよい農作業を求めて

国立民族学博物館所蔵の労働衣服

発表雑誌

被服文化第34号

被服文化第36号

農業と経済

日本農業研究所報告29号

農業技術研究所報告H22号

農業技術研究所報告H22号

被服文化節o5号

被服文化第57号

農業技術9号

被服文化第59-号・

農林統計訓査

農業技術研究所報告H32号

風俗7巻2号

埼玉県農林部

農技研昭45総括検討会報告

農業と経済39巻II号

衣生活研究4巻6号

衣生活ｲiⅡ究4巻6号

技術と普及16巻8号

国立民陣研究報告5巻3号

発行年月
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ｌ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１

7－－マ

モンペ・農家生活技術改善連絡研究

農村における婦人の下着の実態について第1報

農村における婦人の下着の実態について第2報

農村における婦人の下着の実態について第3報

農村婦人作業衣の研究Ⅲ－(1)

－和服式作業上衣の裾線の上昇について－

農村婦人作業衣の研究Ⅲ－（2）

－洋IS式作業衣の袖榊造と裾線の変化について－

農家の寝具について(1)

農家の衣生活のうつり変わり

農作業衣の汚染に関する研究(I)

農作業衣の汚染に関する研究（Ⅱ）

農民生活文化を考える－のらぎを例として一

手をかける

台湾の衣生活一台湾の中部地域アミ族を中心として一

巻一号
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１
１
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ノ
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つ
１
－

発行年月

０
０
０
０
０
１
０
０
０

1957.8

1958.1

1960.1

1961.1

1963.1

1964．1

1967.4

1967．1

1969.5

1970.5

1977．1

1985.1

1986.1



秋田県立博物館研究報告第25号

4秋田県立農業短期大学「秋田県立農業短期大学研究報告」所載

5秋田県民俗学会「秋田民俗」誌所載

註2略歴

・大正9年3月愛媛県新居郡西条町にて父．栄一郎、母．キヨミの長女として出生

・大正15年3月父転任により忠清北道清州郡清州邑に転ず

・大正15年4月清州小学校入学

・昭 和 7 年 4 月 愛媛県立大洲高等女学校入学

・昭和22年3月兄任地東京都練馬区に転ず

・昭和23年12月結婚後夫死亡

・昭和25年4月農林省農業技術研究所入所

・昭和27年5月農林事務官となる

・昭和36年3月被服の専門項目につき専門技術員資格試験合格

・昭和“年8月主任研究官に昇任

・昭和48年3月農林省農業技術研究所退任

・昭和48年4月秋田県立農業短期大学助教授に就任

・昭和58年4月同短期大学教授に昇任

・昭和60年3月同短期大学退官

・昭和60年4月～61年3月同短期大学非常勤講師として勤務

・平成10年5月秋田県南秋田郡大潟村にて死去享年78歳

－70－

テ ーマ

農民被服“のらぎ,，の性能について

農民被服“のらぎ”の性能についてⅡ－秋田県ののらぎ－

農民被服“のらぎ”の性能に関する研究Ⅲ

秋田県の農村婦人のかぶりものについての一考察

農民被服“のらぎ”の性能に関する研究Ⅳ

秋田県農民の下半衣についての一考察

農民被服“のらぎ”の性能に関する研究V

秋田県の農民の前かけについての一考察

I．

巧‐

ロ
呑
口
万
ロ
言
ロ
万
ロ
万

２
７
８
叩
Ⅲ

第
第
第
第
第

発行年月

1976.3

1981．3

1982.3

1984.4

1985.4

ア ーマ

秋田県伝統野良着について第1報・序

秋田県伝統野良着について第2報・由利郡鳥海川の場合1

秋田県伝統野良着について第3報・由利郡鳥海liirの野良着2

秋田県伝統野良着について第4報

秋田県伝統野良着について第5報

秋田県伝統野良着について第6報・ナガテヌグイ

秋田県伝統野良着について第7報・農業用外被(1)ケラの泥染

秋田県伝統野良着について第8報

めについて

秋田県伝統野良着について第9報・野良着に見られる接ぎ合わせ

秋田県伝統野良着について第10報・野良着の変遷

その1かぶりもの

秋田県伝統野良着について第II報

その2上半衣及び下半衣

秋田県伝統野良着について第12報

その3前掛について

号

ロ
万
口
万
口
方
口
万
ロ
呑
口
万
ロ
万
画
百
口
万
ロ
万
ロ
万
ロ
万
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２
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第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

発行年月

1985.6

1986.6

1987.6

1988.6

1989.6

1990.6

1991.6

1993.6

1994．6

1995.6

1996．6

1998.6


